
 

 

【国宝 新指定の部】 

近代京都を象徴する、明治日本における都市基盤施設の金字塔（近代／産業･交通･土木） 

琵琶
び わ

湖
こ

疏水
そ す い

施設
し せ つ

 ４所、１基 

第一
だいいち

隧
ずい

道
どう

、第二
だ い に

隧
ずい

道
どう

、第三
だいさん

隧
ずい

道
どう

、インクライン、南禅寺
なんぜんじ

水路閣
すいろかく

 

所在地：滋賀県大津市、京都府京都市 

所有者：京都市 

琵琶湖から京都へ水を運ぶ長大な運河を構成する施設。煉瓦造の第一から第三隧道は、

両端に古典主義様式等の装飾を施した重厚な坑門
こうもん

を構え、伊藤博文、山縣
やまがた

有
あり

朋
とも

ら元勲
げんくん

が揮毫
き ご う

した扁額
へんがく

を掲げる。特に第一隧道では我が国で初めて近代的な竪坑
たてこう

工法を導入し、長大な

規模を実現。インクラインは、比高差約３６ｍの上下舟溜
ふなだまり

間を結び、舟運路の要となる、

建設当時最大規模の傾斜鉄路。南禅寺境内を横切る水路閣は、当時最長を誇った威風堂々

たる煉瓦造１４連アーチ水路橋。西洋技術の習得過程にあった明治中期において、世界的

に高い評価を得た類い希
まれ

な建造物であり、明治日本における都市基盤施設の金字塔。また、

風雅な園地群などに水を供給し、自然と人工、伝統と近代の景観が織りなす近代京都の比

類ない風致を育んだ琵琶湖疏水の代表遺構でもあり、深い文化史的意義が認められる。 

○指定基準＝重要文化財のうち極めて優秀で、かつ、文化史的意義の特に深いもの  

南禅寺水路閣                                      提供：文化庁 



 

 

【重要文化財 新指定の部】 

① メタボリズムの思想を先駆的に体現した建築家菊竹清訓の独創的な自邸（近代／住居） 

スカイハウス（旧菊竹
きゅうきくたけ

清
きよ

訓
のり

自邸
じ て い

） １棟 

所在地：東京都文京区 

所有者：個人 

戦後を代表する建築家の一人、菊竹清訓が昭和３

３年に建てた自邸。社会の変化に伴い成長する建

築・都市のあり方を追求した、後の建築運動「メタ

ボリズム」に通じる自らの建築思想「とりかえ可能

な住宅」を具現化した。シェル構造の屋根をかけた

鉄筋コンクリート造の住宅で、周囲に吹放しの回廊をもつ正方形平面の居住空間が、四辺

に立てた板状の柱により支持され宙に浮く。長期の使用を想定する躯体に対し、キッチン

等の設備や子供部屋は更新や増築が可能な「ムーブネット」として扱い、家族構成や技術、

社会の変化に対応。菊竹がその造形力を存分に発揮した、独創的かつ洗練された代表作の

一つであり、メタボリズムの思想を先駆的に体現した希少な作品として価値が高い。 

○指定基準＝意匠的に優秀なもの 

 

② 重伝建地区南越前町今庄宿を代表する福井県下最古級の町家（近世以前／民家） 

旧 京
きゅうきょう

藤家
と う け

住 宅
じゅうたく

（ 福 井 県 南条郡
なんじょうぐん

南 越 前 町
みなみえちぜんちょう

今 庄
いまじょう

） ２棟 

 主屋
お も や

、土蔵
ど ぞ う

 

所在地：福井県南条郡南越前町 

所有者：南越前町 

北国街道の宿場町今 庄
いまじょう

宿
じゅく

で「大門屋
だいもんや

」という屋

号で酒造業を営んだ庄屋。重要伝統的建造物群保存

地区南越前町今庄宿のほぼ中央に位置する。寛政
かんせい

１

１年（１７９９）の大火後に再建された主屋は享和
きょうわ

元年（１８０１）頃の建築で地区内最

古とみられる。文政
ぶんせい

７年（１８２４）頃に座敷を増築。妻壁
つまかべ

を立上げ卯
う

建
だつ

とした町家で、

二階に袖壁
そでかべ

を付し、当地区では唯一外部全体を塗
ぬり

籠
ご

めるなど防火に備える。通り土間を板敷
いたじき

とする平面形式、軒下に突出す 登
のぼり

梁
ばり

尻
じり

、前転びの傾斜を付けて摺上戸
すりあげと

を建てる正面構えは、

越前地域における近世平入町家の地域的特徴を顕著に示し、地区内のみならず福井県下に

おいても最古級の町家として貴重。主屋背後に建つ三階建の土蔵とともに保存を図る。  

○指定基準＝流派的又は地方的特色において顕著なもの 

 

外観           提供：文化庁 

主屋外観   提供：南越前町教育委員会 



 

 

③ 古式を示す尾張徳川家菩提寺の壮麗な大型本堂（近世以前／寺院） 

建中寺
けんちゅうじ

本堂
ほんどう

 １棟 

所在地：愛知県名古屋市 

所有者：宗教法人建中寺 

旧名古屋城下の東端に境内を構える浄土宗寺院

で、徳
と っ

興山
こ う ざ ん

と号する尾張徳川家の菩提寺
ぼ だ い じ

。 藩祖義
よし

直
なお

の菩提を弔うため、慶安
けいあん

４年（１６５１）に２代光
みつ

友
とも

が開創した。本堂は、天明
てんめい

５年（１７８５）に地

域一帯を焼いた大火後の再建で、尾張藩の作事によ

り天明６年８月に上棟、同７年５月に供養が行われた。前身本堂に倣った平面は浄土宗寺

院本堂に典型的な形式で、内陣
ないじん

と位牌間
いはいのま

まわりを明確に画す凸形平面の結界
けっかい

、面
めん

取
とり

角 柱
かくばしら

の

多用などに古式を示す。装飾など一部は増上寺
ぞうじょうじ

寛永度
かんえいど

本堂を参考とし、銅板巻の妻飾は当

時の尾張藩作事方に特徴的な仕様。本山寺院と比肩する破格の規模を持ち、尾張徳川家菩

提寺に相応しく、内陣まわりを巧みな彫刻欄間や極彩色で荘厳した壮麗な大型本堂。 

○指定基準＝意匠的に優秀なもの 

 

④ 独自の形式と豊かな装飾を持つ尾張徳川家の格式高い霊廟（近世以前／神社） 

建中寺
けんちゅうじ

徳川家
とくがわけ

御霊屋
ご れ い や

 ３棟 

本
ほん

殿
でん

・合間
あいのま

・ 経
きょう

殿
でん

、唐門
からもん

、透
すき

塀
べい

 

所在地：愛知県名古屋市 

所有者：宗教法人建中寺 

旧名古屋城下の東端に境内を構える尾張徳川家

の菩提寺。藩祖義直（源
げん

敬
けい

公
こう

）の菩提を弔うため開

創され、源敬公は当初、本堂に祀られた。以降、境

内には歴代の藩主と夫人の御霊屋が造営された。当

建物は本堂に代わり新たに設けられた源敬公の御

霊屋で、寛政１０年（１７９８）の建築。明治以降は建中寺に残る唯一の御霊屋となり、

尾張徳川家代々の祖霊を合祀。社殿は本殿と合間、経殿からなり、正面に唐門を配し、透

塀が囲繞
いにょう

する。内外の絢爛な極彩色は保存状態が良く、意匠性に富む。入母屋造
いりもやづくり

妻入
つまいり

で内

部を上下段に分けた本殿、吹放しの合間、読経を行う経殿を複合した社殿とそれらを囲う

唐門と透塀からなる構成は、建中寺特有の御霊屋の形式を堅持しており、歴史的に重要。 

○指定基準＝意匠的に優秀なもの、歴史的価値の高いもの 

  

外観     提供：名古屋市教育委員会 

本殿内部   提供：名古屋市教育委員会 



 

 

⑤ 人造
じんぞう

石
せき

工法で築かれ、近代林業を支えた希少な水中貯木場（近代／産業･交通･土木） 

旧今井貯
きゅういまいちょ

木場
ぼくじょう

施設
し せ つ

 ３所、１基 

貯
ちょ

木
ぼく

池
ち

、樋
ひ

門
もん

、レール道 堤
みちつつみ

、製
せい

板 場
ばんじょう

基礎
き そ

 

所在地：愛知県豊田市 

所有者：豊田市、個人、国（国土交通省） 

矢作
や は ぎ

川
がわ

中流域に築かれた水中貯木場。今井家は近

世来「百
どう

善
ぜん

」を号する木材商で、当施設は大正７年

の建設。木材を陸揚げせず水中で保管し、筏
いかだ

を組む

貯木池は長方形平面で、周囲に石積擁壁
いしづみようへき

と土堤
ど て い

を廻

らし、内部に突堤６所を設け木材を材種毎に仕分けした。明治期以降に発展した三和土
た た き

で

石積を固める、当地域に特徴的な人造石工法を駆使した大規模遺構の一つ。我が国近代の

林業を支え、中流域に開設された水中貯木場として全国的に貴重な遺構であり、また一連

の施設がほぼ完存し、近代の貯木場システムの構成を知る上で歴史的に価値が高い。 

○指定基準＝歴史的価値の高いもの、流派的又は地方的特色において顕著なもの 

 

⑥ 近代京都の形成に大きく寄与した長大な運河とその関連施設（近代／産業・交通・土木） 

琵琶
び わ

湖
こ

疏水
そ す い

施設
し せ つ

 １６所４基４棟 

大津
お お つ

閘門
こうもん

及び堰門
せきもん

、大津
お お つ

運河
う ん が

、第一
だいいち

隧
ずい

道
どう

、第二
だ い に

隧
ずい

道
どう

、第三
だいさん

隧
ずい

道
どう

、安朱
あんしゅ

川
がわ

水路
す い ろ

橋
きょう

、第
だい

一〇
じ ゅ う

号
ごう

橋
きょう

、

第
だい

一 一
じゅういち

号
ごう

橋
きょう

、インクライン、 夷
えびす

川
がわ

閘門
こうもん

、

南禅寺
なんぜんじ

水路閣
すいろかく

、第五
だ い ご

隧
ずい

道
どう

、第六
だいろく

隧
ずい

道
どう

、日岡
ひのおか

隧
ずい

道
どう

、

新 旧
しんきゅう

両 水
りょうすい

連絡
れんらく

洗 堰
あらいぜき

、 合 流
ごうりゅう

隧
ずい

道
どう

、 蹴上
け あ げ

放水所
ほうすいしょ

、七
なな

瀬川
せ が わ

放水所
ほうすいしょ

、蹴上
け あ げ

浄 水 場
じょうすいじょう

第一
だいいち

高区
こ う く

配水
はいすい

池
ち

、 旧
きゅう

御所
ご し ょ

水道
すいどう

大日山
だいにちやま

水源地
すいげんち

喞筒
ぽ ん ぷ

所
しょ

、

蹴上
け あ げ

発電所
はつでんしょ

旧
きゅう

本館
ほんかん

、 夷
えびす

川
がわ

発電所
はつでんしょ

本館
ほんかん

、伏見
ふ し み

発電所
はつでんしょ

本館
ほんかん

、本願寺
ほんがんじ

水道
すいどう

水源
すいげん

池
ち

 

所在地：滋賀県大津市、京都府京都市 

所有者：京都市、関西電力株式会社、宗教法人真宗大谷派、個人 

琵琶湖の湖水を京都へ疏通する長大な運河とその関連施設。東海道とほぼ並行する第一

疏水、南禅寺境内を横切り北上する疏水分線は、農商務省及び京都府が立案した計画に内

務省土木局が手を加え、工事は田邉朔郎
たなべさくろう

と島田
し ま だ

道生
どうせい

を中心に明治２３年に竣工。鴨川運河

は同２７年の開通。第一疏水を補う第二疏水は同４５年の完成。舟運、灌漑、防火、発電、

水道等の都市近代化に係る多岐にわたる機能を集約した大規模な施設。特に新技術を積極

的に導入し、建設当時我が国最長規模を誇った第一隧道は、近代トンネルの規範的存在。

明治維新後に衰頽した京都の再興を支えた、京都の近代化を象徴する都市基盤施設。 

○指定基準＝技術的に優秀なもの、歴史的価値の高いもの 

南東からの全景      提供：豊田市 

大津運河         提供：京都市 



 

 

⑦ ハーフティンバーの外観が美しいチューダー様式の重厚な洋館（近代／住居） 

旧下村家
きゅうしもむらけ

住宅
じゅうたく

洋館
ようかん

 １棟 

所在地：京都府京都市 

所有者：株式会社大丸
だいまる

松坂屋百貨店 

京都御所の西側に位置する、大丸創業家１１代当

主下村正太郎
しょうたろう

の邸宅。現在は大丸ヴィラとして知ら

れる。鉄筋コンクリート造、３階建、地下１階の洋

館で、アメリカ人建築家、Ｗ．Ｍ．ヴォーリズの設

計、清水組の施工により、昭和７年に竣工。内外と

も下村が好んだイギリスの建築様式チューダー様式を基調とする。外観は木造の柱や梁を

見せる美しいハーフティンバーで、煙突が林立する急勾配の屋根をスレートで葺く。内部

は１階の広間や居間、食堂、二階の階段室や会議室などに格調高く重厚な装飾を施す。数

多いヴォーリズの住宅作品の中でも優れた意匠を誇る住宅であり、我が国屈指のチューダ

ー様式の邸宅である。塀や門、庭園の構成要素など屋敷構えとともに保存を図る。 

○指定基準＝意匠的に優秀なもの 

 

⑧ 岡本太郎の造形を先端技術で具現化した大阪万博の記念碑的レガシー（近代／その他） 

太陽
たいよう

の塔
とう

 １基 

  所在地：大阪府吹田市 

  所有者：大阪府 

昭和４５年に開催された大阪万博のパビリオン。

会場の中心、お祭り広場の大屋根などと一体的に

「人類の進歩と調和」を表現するテーマ展示施設と

しての役割を担った。近年構造補強を行い、恒久的

な建築物となった。テーマ展示プロデューサーを務

めた芸術家岡本太郎によるデザインを忠実に具現化するため、一流の学者や設計者、施工

者が当時最先端の技術を結集。数学的解析により複雑な三次元曲面を数式化する先進的な

手法を用い、鉄筋コンクリート造、鉄骨鉄筋コンクリート造、鉄骨造を混用した構造に、

建築では初期の事例となる湿式
しっしき

ショットクリートをシェル状の外殻に採用して、巨大かつ

特異な形状の構造物を実現した。高度経済成長期の日本を象徴する大阪万博の記念碑とな

るレガシーとして貴重である。 

○指定基準＝技術的に優秀なもの、歴史的価値の高いもの 

外観           提供：京都市 

外観           提供：大阪府 



 

 

〈個別解説凡例〉 

 番号  特 徴  （年代区分／種類別） 

  名 称   員 数 

   複数棟指定の場合の建造物の名称 

    所在地 

    所有者 

 

〈国宝・重要文化財の指定件数〉 

令和７年５月答申 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※重要文化財の数は、国宝の数を含む。 

（国　　宝）
種 類 別

件数 棟数 件数 棟数 件数 棟数 件数 棟数

神 社 43 78 43 78

寺 院 158 169 158 169

城 郭 9 17 9 17

住 宅 14 20 14 20

民 家 0 0 0 0

そ の 他 5 9 5 9

小 計 229 293 0 0 0 0 229 293

宗 教 0 0 0 0

住 居 1 1 1 1

学 校 1 1 1 1

文 化 施 設 0 0 0 0

官 公 庁 舎 0 0 0 0

商業・ 業務 0 0 0 0

産業・交通・土木 1 3 1 5 2 8

そ の 他 0 0 0 0

小 計 3 5 1 5 0 0 4 10

232 298 1 5 0 0 233 303

近
代
の
分
類

合 計

近
世
以
前
の
分
類

現在指定数 新規指定 追加指定 合計

件数 棟数 件数 棟数 件数 棟数 件数 棟数

神 社 584 1,287 1 3 585 1,290

寺 院 869 1,299 1 1 870 1,300

城 郭 53 235 53 235

住 宅 97 159 97 159

民 家 361 921 1 2 362 923

そ の 他 196 279 196 279

小 計 2,160 4,180 3 6 0 0 2,163 4,186

宗 教 38 162 38 162

住 居 129 539 2 2 131 541

学 校 44 85 44 85

文 化 施 設 42 81 42 81

官 公 庁 舎 35 64 35 64

商業・ 業務 28 46 28 46

産業・交通・土木 107 354 2 28 109 382

そ の 他 6 21 1 1 7 22

小 計 429 1,352 5 31 0 0 434 1,383

2,589 5,532 8 37 0 0 2,597 5,569合 計

（重要文化財）

種 類 別
新規指定 追加指定 合計

近
世
以
前
の
分
類

近
代
の
分
類

現在指定数


